
microEloraな充分に見分けつつ吐括していると.fLl.われ
ること,柑こ串CIの群れにLuして云えは.竹光のサルが

特別のJi･)釈 (例えば糾切など)で定まった木を耽.7%して

行動していると考えられる悦',fSがしばしばあったことを

述べるにとどめたい｡

その他,'73年度に串仏で新たに和られた知見として.

(1)肉食例(小皿の死作を食う行動)が祝祭されたこと｡

(2)-itWuIJの群れで週t･しばしは税がされている1)-〆-
の性的にFCl'/lt.'な行劫が,現在の節1位オス ｢セムシ｣

において,新たな形をとって現われていること.

などな列犯しておきたい｡これらは ｢モ1/キー｣誌上に

おいて退次沌G-･している.

ニホンザルのエステラーゼの遺伝的変異の

検索

北島正子 (お茶の水女子大 ･理)

目 的

血液酵素の多型現象を利用し,盟F<那主にニホソザル

の地域ガ三田の退伝的耶造を明らかにしたい｡そのために

梯菜の冬型のlEi皮を定flLr的に求め地域JJl団の地理的分相

との関係を枚討する｡これらから理論的知見を考慮して

基本的なパラメータ "Jj!田の有効な大きぎ'"移住串"串

の推定や,他胡 (シゴウ.}江ク.くェ,マウス,ヒト･g･)

との比校からニホソザルJj潤 の退伝学的獅辺の特殊性を

把垣することができよう.

ホ研兜においては上紀の口約に沿って多型現象を示す

迫伝手軽を検索した｡

材料及び方法

ニホソザル約1,100個作他切望艮析約500nlq仲介の血絞

試料は過去数年にわたって木研究所変災部門において抹

塀,挟終決存されたものである.不迎醗紋的披系デソブソ

ゲル'LE災泳動により血?r7ェステラ-ゼ,アルカ1)ソホス

ファターゼ,血球エステラーゼの3唖について調査した｡

結 果

1) 血桁エステラーゼ:ニホソザルで大部分の個体が野

性型を示したが例外の3個体 (各々別な群れに属す)に

変只型がみられた｡退伝的変異かどうか疑問でありこの

低,mlRでは多型とはいいがたい｡ニホソザルではこの出

仕に閃しある対立退伝子に固定 されてい ると考えられ

る｡

2) 血(/]7ルカリソホスフ7･クーtr:大[.1扮が1Tl･性犯で

あった｡7nSLIJに'A:blLt型1個lJ･',欠失7例日;(群れはぎもな

ち).多型ではない｡

3) 血球エステラーItf:AlエステラーtJにLigする池伝n'.)

変只が兄いだされた.壬生対立退伝子1,2,3のa;TI庇は

粉河原Hで0.75,0.25,0,Tで0.951,0.0･11,0.0
08,伊沢0.7125,0.225,0.063,岩田山0.979,0.021,

0,であった｡他の群れでは1にr占促 されていた｡伊沢.

渦河bJ'(rJluには迫に7･の-交換があると考えられるが公uLLl
はこれとは独立な山米なもつものであろう｡

大間地域ニホンザル自然群の遊動生活l)

.a rJi 沢 1･t 成2･

1973年度の調査紡火はつぎのとおりである｡

1. 非抗当期 (4J)光一11)]lll佃)

これまで非机'D糊の遊動出占のプヱ悠な杓えるような調
査報告は皆無といってよかった.しかし今,'F一皮の調光で

A.冬芽とフキノトウ,ブナの花,キイチゴ.クリ,

ヤー<ブドウ,ツルウメモドキI-･樹比冬井と,各季節
の主要な食物と遊動生活の様子の断面をかいr;りみる
ことができた｡

B.これまでの冬Jt胴.q盤で遊動城のjj三界とけ晒非と目

されていた,易l那;11日,橋掛沢流域は非机'lHmこお
いてもよく利用されていることがわかった｡

2. 机'LpJUJ(1川 下佃～JIJH 7句)
12J1,3JJ,41Jの群れの迎統追跡から

A.かなり大きtJ:遊動があること｡

B.退勤城にかなりの正なりがあること｡

C.郡九m)の接近,何口悶もの馳伴現象のようなこと

があること｡

D.IT･卜･郡といえども.大きな離令が行なわれている

可随性があること｡

E.今まで3郡といわれていたが,大きな離合を考慮

に入れると2-4郡とも考えられうること｡

などが判明した｡

3. 足跡の大きさの8T.11出から咋令桝戊の読みとりな試み

た｡

九州北部におけるニホンザル自然群の生態学

的研究3)

O池田 啓 (九大 ･班)

江口 和洋 (同 上)

香春岳に生息する野生群について,遊動城の季節別 ヒ

とその広がりさらに植生との悶鼠 令梢戊について調光

1)木研究の結果の一部は,節18回ブ1)マーチス研死金

で,次の訳屈で苑安された.｢'gi'上に残された足跡
の測光から群れの跳成がどのくらいまで読めるか｣

(足沢山成) ｢こホソザルの遊動生活-1973年12Fl
ll一北=判.-IJ野iL郡の場合｣(共同先安)｡また ｢下北半
FTJのニホソザルおよび生息北限地緊急調査｣ (=l'f訴

爪放黍,旧称491F･,共著)として出版された0
2)現在の所属 :石(大･詔共析
3)木研究の結恥 エロ本LE悠学会九州地区会那19回大会
で ｢香8･伍におけるニホソザルの行動域と枇出の関

係Il｣と屈して苑表した｡
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なおこなった｡'74年2･3月に香春町により串獣駆除の

E]的でtID位がなされた際,揃控された個体の身体測定な
し.未tln粒個体については令榊庇と捕接された後の遊動
の調盗むおこなった｡調査は'73年4月から'74年3月に

かけ,合計48日間の群れ追跡によりおこなわれた｡'調査

糊rLll中7回ほど群れの個体数をカウソトすることができ

た｡そのうち放大数を示した6月21日の例は,A88･

YA83･A930･4才12･3才14･2才12･1才5･

txLby15.合計102鎖であり,'71年1月以来安定した数を

ホしている｡

遊動は日仏林の分布と盃なったバターソを示し,その､

行動城 (4.2km2) 内で,高崎山と同様に特定の泊り場を

13LS申して利用していた｡春における遊動はモウソウチタ

の林の介和と良い一致なみ,6･7月はビワ,秋はカキ

･ムクなどの火災にひかれた遊動がみられたOまた.刺

川瓜の砧い泊り切は自然林仰こ多く.植生調査の結IR糾

となる樹木の豊富なところであった.香春岳群の特徴あ

る遊動は,香春岳内に残存する少ない自然林を基盤に各

季節で且も多く噂好皮の高い餌を有効に利用した結束と

思われる｡揃泣された個体は,A83･A923･4才2

･3才 11･2才6･baby8で,その体正は12.3･8.2･

6.3･4.7･3.3･2.1kgであった｡

香春岳周辺の呼野 ･平尾台地区,福岡県群珂川町の背

振山系において,群れの存在確認のため聞きこみ調査と

痕跡調査をおこなった｡呼野周辺では群れの存在はなく

ハナレザルが各地で確認された｡そのなかには3匹程の

グループ,あるいはメスの-ナレザルの惜報があった｡

背振LLlの福岡県側において2群の存在が確認され.佐賀

県川の1群を含めて.これまで1群{.あるといわれてい

た背振山系には,少なくとも3群が生息していることが

明らかとなった｡

設定課題 2.霊 長 類 の 運 動 様 式 に関 す る研 究- ホ ミニ ゼ - シ ョンの観 点か ら

正長類の歩行のメカニクスに関する研究- と

くに歩行中の四肢の関節運動と筋活動の分析

を中心にLで )

石田 英夫 (京大 ･理)

この研矧 土人析学的視点,すなわちヒトの-&立二足渉

行様式の迦化史を探ろうとする税点よりなされたもの{･

ある.ヒトのJS･行のTl打段階として腕法り (プラキューッ

zzソ)があったとする考え方を考慮し,災畝材料は脱淡

りをおこな うチソバソジー,クモザル (各1琉),およ

び脱淡りなおこなわないエホソザル(3鎖)をもちいた.

上記3唖の盟良好帥こ-)&一行を火映的におこなわせ,㍍速

映由比L･16法,筋FJi図法をもちいて,歩行LtJの四肢関節迎

nb,肪描動を分析した｡結果につし､てとくに興味ある点

を記すと,まずチソバソジー,クモザルの二足歩行中の

スクソス期後半部において,膝関節が固定もしくはわず

かではあるが仲放し,同時に大腿伸筋と下腿屈筋に敬い

fLr･ut舶勺活動がみられる.ニホソザルではこのスタソス期
挽三郎'.1紬こおいて,肱関節は着地後の急激な屈曲に加えさ
らにril曲なつづける.大腿伸筋の活動は相対的に弱く,

大腿kijl筋と下腿屈肪の同期的な敬い活動が目立つ.

上のチソバソジー,クモザルとニホソザルにみられる

スクソス】p倣半桃の相通は,渉行の推進力な得る蹴り出
しの蚊榊の柑迫に起凶するのではないかと考えられる｡

すなわち,チソバソ･17-,クモザルでは膝関節の凹定も

しくは伸展を伴う足部足旺屈により推力を得ることが特

徴のようである｡

このチソバソジー,クモザルの特徴はヒトに机似した

憤向を示しており,このことはヒトの歩行の前段階を考

窮する上で,チソバソジー,クモザルがどのようにして

この特徴をもつに至ったかな考艦する必変性を示してい

るものと考えられる｡

なお,この研究の要旨はきたる節5回国際盟長蚊学会

シソポジウムにて発安の予定｡ 〔本研兜は設定抹田1に

叫的,採択されたものであるが,研究内容から投光秋成

2に嗣入した-出版委貝会〕

霊長類の歩行のメカニクスに関する研究- と

くに歩行中の足底力の分析を中心にして2)

木村 賛 (帝京大 ･医)

霊長規の渉行のメカニズムを調べるため,石田 (Tljく大

･理),岡田(監長折)との共同災畝を行なった｡リi放ソ)I

法は足圧力計による足底力の記録,肪iti図記録.16mlll
映画投影である.ここでは主として足底力の分析船脚 こ

ついて述べる｡米欧動物はエホソザル3弧 クモザルl

Wl,チソバソジー1頭の計5頚である｡これらを二足及

び四足で歩かせた.ニホソザル及びチソバソジ-には叫

I)木村焚 (帝京大 ･医)･岡田守彦 (霊長研)との共

同研究.岡田守彦 ･木村賛 ･石田英実 .'サル折の歩

行迎動の比較生機構学的分析｡約18回プt)マーチス

研究会｡
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2)石田英宍 (京大 ･理)･岡田守彦 (鎚長研)との共

同研究｡木村賛 ･石田英実 ･岡田守彦:サル二足渉

行の生物力学的研究.節27回日本人筋学全日本民族
学会連合大会.木村至至:ヒトとサル の二足･歩行の

比較｡節4回歩行と人工の足研究会｡


